
番号 執筆者 該当する著作等の名称 ページ数 備考

1 小川雅康 第1編自然　第1章境域と土地　1節 3～4

榊原溥 第1編自然　第1章境域と土地　2節 5～12

榊原溥 第1編自然　第2章気候と災害 13～17

3 沢田三郎 18～30

4 加川満 18～30

5 小川雅康 30～62

6 川崎国雄 30～62 分担不明

7 原瑛智 30～62

加藤岩蔵 第2編　原始・古代・中世　第1章大府の夜明け 65～87

加藤岩蔵 第2編　原始・古代・中世　第2章古墳時代 88～97

福岡猛 第2編　原始・古代・中世　第3章律令国家の成立 98～119

福岡猛 第2編　原始・古代・中世　第4章鎌倉・室町時代　第1節荘園制 120～129

10 立松宏 第2編　原始・古代・中世　第4章鎌倉・室町時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節大府地方の窯業生産130～138

大塚洞林 第2編　原始・古代・中世　第4章鎌倉・室町時代　第3節小川・水野氏の台頭 138～144

大塚洞林 第2編　原始・古代・中世　第5章戦国・織豊時代 145～168

12 松下孜 第3編　近世　第1章近世村落の発達 171～246

13 濵島吉昭 第3編　近世　第2章開発と用水 247～274

14 佐藤英夫 第3編　近世　第3章農民と農業 275～312

伊藤啓信 第3編　近世　第4章村の生活　第1節集落と郷蔵 313～315

伊藤啓信 第3編　近世   第4章村の生活　第2節衣・食・住 315～322

伊藤啓信 第3編　近世　第4章村の生活　第3節村の掟 322～324

16 鷹羽信男 第3編　近世　第4章村の生活　第4節寺子屋と若者組 324～331

17 近藤俊夫 第3編　近世   第5章交通・商工業 332～349

18 大島鈴男 第3編　近世   第6章幕末から明治へ 350～364

19 早川清夫 第4編　近代   第1章明治初期の大府 367～374

20 神谷鐘義 第4編　近代　第2章地租改正と地主制 375～395

安藤剛 第4編　近代　第3章兵事 396～398

早川清夫 第4編　近代　第4章近代の行財政 399～433

22 永井一美 第4編　近代　第5章近代教育の発展 434～462

23 橿山信昭 第4編　近代　第6章農業の発展 463～508

24 伴紘久 第4編　近代　第7章商工業と交通の発達 509～527

第4編　近代　第8章戦争への道　第1節大戦への足音 528～528

第4編　近代　第8章戦争への道　第2節第二次世界大戦 528～534

橿山信昭 534～537

伴紘久 537～539

27 永井一美 第4編　近代　第8章戦争への道　第4節戦時下の教育 539～547

28 安藤剛 第4編　近代　第8章戦争への道　第5節戦争の終結へ 547～549

29 細谷正明 第5編　現代　第1章戦後の諸改革　第1節敗戦後の住民生活 553～557

30 野田光輝 第5編　現代　第1章戦後の諸改革　第2節自治体制の整備 557～563

31 成田勉 第5編　現代　第1章戦後の諸改革　第3節農地改革の実施と農業協同組合 563～576

32 八木銊夫 第5編　現代　第1章戦後の諸改革　第4節企業の再建と労働組合の結成 577～581

33 飯田隆裕 第5編　現代　第1章戦後の諸改革　第5節新教育の発足 582～590

34 小島大立 591～596

35 坂野重金 591～596

36 永田郁治 第5編　現代　第2章大府市の誕生と発展　第2節大府市の誕生と行財政の拡大 596～615
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第1編自然　第3章生物　１節植物 分担不明

第1編自然　第3章生物　２節動物

第4編　近代　第8章戦争への道　第3節戦時下の産業

第5編　現代　第2章大府市の誕生と発展　第1節戦後の行財政の推移 分担不明



37 小出十九二 第5編　現代　第2章大府市の誕生と発展　第3節人口の推移 615～628

小出十九二 628～653

細谷正明 628～653

39 飯田隆裕 第5編　現代　第2章大府市の誕生と発展　第5節教育の拡充と新展開 653～678

40 成田勉 第5編　現代　第3章産業構造の変化　第1節農業の変容と近代化 679～716

41 八木銊夫 第5編　現代　第3章産業構造の変化   第2節工業の発展と推移 716～740

42 小出十九二 第5編　現代　第3章産業構造の変化   第3節商業機構の変遷 741～753

43 小島大立 第5編　現代　第4章市勢の進展と課題　第1節市民意識の変容と将来への期待 754～757

44 坂野重金 第5編　現代　第4章市勢の進展と課題   第2節第二次総合計画の策定と構成 760～766

中井俊道 769～770

川口髙風 769～770

46 山口泰昭 第6編   宗教　第2章神社 771～787

47 川口髙風 第6編   宗教　第3章寺院 788～798

48 佐藤義峰 第6編   宗教　第4章その他の宗教法人 799～803

鈴木健史 第7編   民俗   第1章衣・食・住  第1節衣生活 807～812

鈴木健史 第7編   民俗   第1章衣・食・住  第2節食生活 813～818

50 鈴木誠 第7編   民俗   第1章衣・食・住  第3節住生活 818～825

51 竹内智 第7編   民俗   第2章人の一生 826～843

52 青山郁博 第7編   民俗   第3章社会生活 844～858

53 宮島年夫 第7編   民俗   第4章生産と交易 859～870

54 神谷考明 第7編   民俗   第5章伝承的行事 871～885

55 浅田勇 第7編   民俗   第6章民話 886～894

56 服部徳次郎 第8編　文芸　第1章から第6章 897～948

49

45

第5編　現代　第2章大府市の誕生と発展　第4節市民生活の向上 分担不明

第6編   宗教　第1章大府市における宗教の展開 分担不明

38


